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　県、市では住宅の耐震化に関する助成制度を設けています。

　特に市では、住宅の無料耐震診断に加え、新規事業として今年度７月から、住宅に防災ベッド等を設置する

費用の助成および安全性が低いと診断された住宅を安全な住宅に建替える場合の補助を始めます。

　設置等を検討される人は、都市計画課（市役所本館２館）へ申し込みをしてください。

問都市計画課☎43-5227　問兵庫県建築指導課☎078-362-4340

お問い合わせ
（公財）兵庫県住宅再建共済基金
TEL 078-362-9400

（専用電話：平日9:00～17:00）
http://phoenix.jutakusaiken.jp/index.html

◆兵庫県は、平成 26 年３月に定めた「津波防災インフラ整備５箇年計画（暫定版Ⅱ）」に防潮堤等の沈下対
策を追加した「津波防災インフラ整備計画（確定版）」を策定しました。以下のアドレスでご覧いただけます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　問兵庫県県土整備部県土企画局技術企画課☎ 078-341-7711（代表）

http://web.pref.hyogo.jp/governor/documents/g_kaiken20150601_03.pdf

◆防災ベッド・木質耐震シェルター等の助成を始めます
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支 援 対 策 内　　　容

【新規】
防災ベッド等
設置促進事業

◆対象となる費用　
　昭和 56 年 5 月以前着工の住宅で、
　耐震診断で安全性が低いと診断さ
　れた戸建住宅での、防災ベッドや、
　木質耐震シェルター設置費の補助
◆補助額　上限２５万円（購入費相当額まで）

※条件で補助額が異なる場合があります。詳しくは都市計画課までお問い合わせください

【新規】
住宅建替補助

◆対象となる費用　昭和５６年５月以前着工の住宅で、耐震診断で安全性が低
いと診断された戸建住宅を安全な住宅に建て替える場合
◆補助額　１００万円

簡易耐震診断
市が派遣した登録診断員が住宅の耐震性を評価します。
◆対象住宅　昭和 56 年 5 月以前着工の住宅
◆診断費用　無料

（新規事業の助成を受ける場合は、簡易耐震診断を受ける必要があります）

住宅耐震改修計画
策定費補助

◆補助率等　補助率２/ ３、補助限度額２０万円

住宅耐震改修
工事費補助

◆補助率等　補助率１/ ３、補助限度額１００万円

　※ 南あわじ市から補助金が加算される場合があります（最大３０万円）

部分型耐震化補助
・簡易耐震改修工事費補助
・シェルター型工事費補助
・屋根軽量化工事費補助

◆対象となる費用　安価で簡易な手段により人命を保護する対策としての費用
◆補助額　５０万円（定額）
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▲第1回南あわじ市総合教育会議

▲発表された「きばっていこう南あわじ市」商品券
　（左から）太田さん、中田市長、志智会長

▲防災ベッド

ひょうご住まいの耐震改修促進事業

★防災ベッドとは・・・
　金属製のフレームなどでベッドの上部を覆い、ベッド内の人を保護し就寝中の安全などを確保するものです。
★木質耐震シェルターとは・・・
　住宅内の一部に木材等で強固な箱型の空間（シェルター）を作り、安全を確保するものです。

※各メニューにより対象となる条件が異なります。詳しくは都市計画課までお問い合わせください

◆兵庫県が津波防災インフラ整備計画を公表しています！

　◆住宅再建共済制度(負担金：年額5,000円）

住宅再建共済制度加入者が一部損壊（※1）の被害を受けたとき
○一部損壊で建築・購入補修＝２５万円
○建築・購入補修せず、賃貸住宅に入居した場合など＝１０万円
　（居住確保給付金）、

（注）１　県外で再建・購入した場合は、１／２の額となります。
　　２　賃貸住宅等については、別途制約があります。

　◆一部損壊特約（負担金：年額500円）
一部損壊（※1損害割合10％以上20％未満）を給付対象とする制度

　◆自然災害から「住まい」「家財」を守る　フェニックス共済
　◆フェニックス共済は兵庫県が条例に基づいて実施する「安全」・「安心」の制度です

　＋

【共済給付金】（半壊以上の被害を受けたとき）
○再建・購入＝６００万円
○補修＝２００万円（全壊）、１００万円（大規模半壊）、５０万円（半壊）
○再建・購入・補修をしない場合＝１０万円

（注）１　県外で再建・購入した場合は、１／２の額となります。
　　２　賃貸住宅等については、別途制約があります。

　※初年度は500円／月×3月までの月数（上限5,000円）です

　◆家財再建共済制度(負担金：金額1,500円）
【共済給付金】（半壊以上または床上浸水の被害を受けたとき）
○全壊で購入・補修＝５０万円
○大規模半壊で購入・補修＝３５万円
○半壊で購入・補修＝２５万円
○床上浸水で購入・補修＝1５万円

（注）１　県外で再建・購入した場合は、１／２の額となります。
　　２　賃貸住宅等については、別途制約があります。
  　 3　落雷等で家財のみが被害を受けた場合は対象外。

住宅再建共済にプラスして


